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注：         は、点検の結果、必要に応じて交換する部位を示す。 

 

 

ブレーキ倍力装置に装着されているラバースリーブにおいて、設計が不適切なためブレーキ倍力装置のハウジン

グとの隙間に浸入した水分が長期間排出されず、ハウジングが腐食することがある。そのため、腐食が進むとハウ

ジングに穴が開くことで装置の機能が低下し、必要なブレーキ踏力が増加したり、制動距離が延びたりする。更に

腐食が進むとブレーキ倍力装置が破損することで、最悪の場合、ブレーキペダルでの制動が不能に至るおそれが

ある。 

 

 

 

改善の内容 

全車両、ラバースリーブを取り外す。また、ブレーキ倍力装置のハウジングの腐食状態を点検し、腐食が基準を

超えるものは全車両、装置の機能点検を行う。点検の結果、負圧漏れが生じて機能が低下している場合はブ

レーキ倍力装置を対策品に交換し、機能低下が生じていない場合は、部品の準備ができしだい、再度点検を実

施した上で、腐食の状態に応じてブレーキ倍力装置を対策品に交換する。なお、ブレーキに違和感がある場合

は、対策が実施されるまで運転しないよう使用者に要請する。 

 

 

識別 ： 車台番号の付近に黄色の識別ペイントを塗布する 

 

不具合発生箇所 
左ハンドル仕様の写真です 

ブレーキ倍力装置 

ハウジング ラバースリーブ 


